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長崎高教組

定通部だより

全教定通部 2018 年度

中国･四国･九州ブロック学習交流集会 in佐賀
すべての生徒が主役 ～生徒のことを語ろう～

◆ 日 程 2018年11月10日(土)～11日(日)

◆ 会 場 佐賀県教育会館 （１日目）、佐賀県立美術館 &周辺・佐賀平野 &東よか干潟 （２日目）

◆ 本県参加者 濱本 功二（佐世保中央夜間）、烏山 隆弘（鳴滝夜間） 計２名

定時制・通信制高校に通学する生徒たちが抱える課題や指導実践例等の情報を交換・共有し、交流を

深めました。

１ オープニング 「有田焼で癒しの音楽 ～碗琴演奏～」
筒井 孝司さん （碗琴奏者）

筒井さんは、有田焼の器を集めた楽器「碗琴」の奏者で、国内外で

600回以上の公演活動。自らは110年続く窯元の家に生まれ、中学時代

からギターやサックス等の楽器を演奏。上智大学外国語学部英語学科

卒業後、有田焼とは別の道へ進むも、職人として修行中だった兄の死

去を機に帰郷。27歳の時、大有田焼振興協同組合に入組。2002年、碗 碗琴演奏 ♪上を向いて歩こう

琴を復興し、有田観光情報センター事務局長等歴任。日本テレビ｢ズームイン SUPER ｣や NHK ｢あさイ
チ｣他、TV出演も多数。人気演奏家でありながら、求めに応じて断ることなくどこへでも出向く。

木琴用マレットの先端にレース布を巻き、器の縁を叩く演奏法。極限まで焼き締めた磁器特有の澄ん

だ音色は、オルゴールのような心地よさ。どこか懐かしく、それでいて新しい。有田焼オカリナや横笛

演奏も含め、唱歌からポップス、洋楽まで計13曲をメドレー形式で演奏。筒井さんのお人柄が醸し出す

気品漂う音色が、秋晴れの佐賀平和に優しく響き渡り、佐賀ならではの音で集会は始まりました。

２ 実践報告 「生徒による修学旅行計画の取り組み」
宮原 恵美さん（佐賀商業高校定時制 教諭）

一般に、教師主導で行われる修学旅行計画を生徒の主体的な取り

組みに変えた実践。修学旅行をクラスの人間関係作りプロジェクトと

位置づけ、２年次より総学の時間を活用し、場所の選定から計画。

クラス内協議→発表会（班別プレゼンテーション）→実施→報告会。 修学旅行発表会の様子 宮原さん

生徒に主体的に取り組ませることで、自主性・計画性・協調性を育成。プレゼンや報告会実施により、

表現力やコミュニケーション力、交渉力、プランニング力等を育成。その結果、個人の力とともに、集団

の力も育成することを目的とする。旅行後、生徒はアンケート回答の中で、自らの成果と課題を確認し、

さらに、１つのプロジェクトに主体的に参加することの意義についても言及している。

宮原さんの報告は、学校行事を通じた主権者教育と呼ぶに相応しい取り組みで、当事者意識を生み出

す仕掛け等、生徒の自立へ向けた多くのヒントが含まれていました。
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３ 講 演 「かけがえのない生徒たち お互いを認めあえる学校づくり

佐賀星生学園における教育実践を通して」 加藤 雅世子さん（佐賀星生学園 校長）
ほつしよう

佐賀星生学園について

2011年開校した新しい学校（生徒数117名）。主に①不登校（緘黙、引きこもり、精神障害、コミュニケーション

障害等）、②発達障害（自閉症スペクトラム障害、ADHD、LD、知的障害等）の生徒を受け入れ、教育理念として

『弾力のある人間性を育成する「教育のユニバーサルデザイン化」を構築する』ことを掲げる。グランド

ルールは、①人と物を大切にする、②競争しない、③自分の限界を自分で決めない。

解決志向（Solution Focused Approach）の学校づくりのために

①診断や家族要因に囚われず生徒自身をみる。

②解決の答えは本人が持っている。

③その生徒が持っているリソースを見つけていく。

④そのリソースに生徒自身が気づく。

⑤自分が持っている強みを生かして人生を進んでいけるよう導く。
解決志向の学校づくり 加藤さん

加藤さんは、なぜ学校をつくったのか？

加藤さんは、佐賀大学大学院教育学研究科学校教育専攻教育心理学コース修士課程修了後、専門学校

で教職に。退職後、佐賀県のスクールカウンセラー（臨床心理士）として小・中学校で勤務。関わった子

どもたちが元気を取り戻し教室に戻ると SCの役割は完結したように見える。ただ、教室復帰や高校進
学後に再び不登校になるケースも数多く経験し、SCの役割に限界を感じていた。

複数の要因が重なり、細やかな支援を必要とする子どもたちを一般的な教育現場で受け入れるにはマ

ンパワーや時間に限界がある。その結果、手間のかかることや非効率なことが隅に追いやられ、個性や

能力を引き出すための環境整備はなおざりにされる。子どもたちが受けるべき教育の機会が奪わること

を危惧し、自分で学校を創立することを決意!!

加藤さんの柔らかい語り口、思いが入ると震える声。彼女が放つ誠実で熱いオーラは、会場の参加者

も感じたことと思います。１人のカウンセラーが法律を猛勉強し、自己資金で学校を創立。経営基盤の

保障もなく、後に引けない状況の中で大人の責任を果たそうとする彼女の強さ。人を突き動かすものに

ついて考えさせられた講演でした。

４ 意見交換 修学旅行・給食・欠課時数と年次更新等あれこれ…

(1) 修学旅行

(2) 給食 ・佐賀：デリバリー方式や親子方式等、行政の都合だけで学校現場を大混乱させた末に、

トーンダウンしてしまった経緯を報告。

・長崎：健康面だけでなく、温食が果たす教育的効果について報告。

各校の課題や取り組み等の情報を共有。あっと言う間の105分間でした。

５ フィールドワーク ① ｢三人展 －明日への眼差し－ Forward Stroke｣ 鑑賞

②佐賀平野サイクリング ＆東よか干潟自然観察
佐賀県立美術館
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長崎県子ども･若者総合相談センター「ゆめおす」主催

特別講演会
◆ 日 時 2018年11月23日(金) 10:00～11:45

◆ 会 場 長崎県庁 大会議室

「ゆめおす」は、不登校や引きこもり、ニート等様々な悩みについ

て相談を受けるために長崎県が設置した総合相談センターの愛称で

す。この講演会は、定通制高校を進路に考えている中学生や保護者、

学び直しや不登校、引きこもり等の子どもたちの支援に関心ある方々

を対象としています。内容は、専門家による５つの講演と２つの学校

代表スピーチ等でした。昨年スタートし、今年が２回目の開催です。
長崎県庁

高教組からは、本部副委員長今泉さん（定通部担当）が、合同学校説明会も含めて準備段階からが関わ

り、当日は講師として参加しました。講演テーマは「学校選択」。全日制・定時制・通信制の違いや入

学・転入・編入の違いについて説明しています。参加者からは「非常に分かりやすかった」と感想をい

ただく等、大好評でした。

予想を上回る200名超の来場者で県庁大会議室は

埋め尽くされ、会場に入りきれない方々が出入口

外側の席や立ち見で熱心に耳を傾けている姿が印

象的でした。参加者が多いということは、少子化

が進行する中にあっても、定時制・通信制のニー

ズがそれだけ大きいことを意味しています。 講演「学校選択」 今泉さん 県庁 大会議室

NPO法人「心燈」主催
し ん じよう

定時制･通信制高校等合同学校説明会
◆ 日 時 2018年11月23日(金) 12:15～16:10

◆ 会 場 長崎県庁 大会議室

NPO 法人「心燈」は、長崎県子ども･若者総合相談センター（愛称｢ゆめおす｣）の受託団体で、不登校
しんじよう

や引きこもりなど生き難さを抱える方々を支援している組織です。合同説明会では、県内外の定時制・

通信制高校等がそれぞれブースを設け、来場者の質問に答えたり、学校のしくみについて説明しました。

県立定通制高校のブース開設は、前回の１から３（①長崎工業定時制、②鳴滝高校夜間部、③鳴滝高校通信制）

へ増えました。さらに、今回参加できなかった学校等については、高教組定通部で別にブース開設し、

来場者に対応しました。どのブースも人が途絶えることはなく、３組待ち状態が続いたのブースもあっ

たほどです。参加地域は、長崎市内に限らず県下全域からで、県北地区に関する質問も多く受けました。

長崎工業高校 定時制 鳴滝高校 夜間部 ＆ 通信制 高教組 定通部
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１ 参加校＆団体

(1) 公立高校

①長崎工業高校定時制 ②鳴滝高校定時制夜間部 ③鳴滝高校通信制

(2) 私立高校等

④こころ未来高校 ⑤クラーク記念国際高校連携校長崎キャンパス野田国際高等学院

⑥トライ式高等学院 ⑦NHK学園高校 ⑧神村学園高等部おおむら学習センター

⑨高宮学院高等部 ⑩ルネサンス高校 ⑪勇志国際高校 ⑫角川ドワンゴ学園 N高校
(3) 関係団体等

⑬親の会たんぽぽ ⑭長崎市社会福祉協議会長崎市生活支援相談センター

⑮北多機関型地域包括支援センター ⑯南多機関型地域包括支援センター

⑰長崎県子ども･若者総合相談センターゆめおす ⑱NPO法人心燈 ⑲長崎高教組定通部

２ 学校の特色 *特色は、各学校の判断による。 （○：該当する ／ ◎：特に力を入れている）

配布資料「定時制・通信制高等学校等合同説明会参加校一覧」より抜粋

編集後記

来場者がお目当てのブースを回り、担当者からそれぞれ説明を聞く。分からないことは、その場で丁寧に教えてもら

える。資料を持ち帰るその後ろ姿は、とても明るく前向きな印象を受けました。参加校が増え、当事者の選択肢がさら

に増えるといいなぁと思います。また、広域通信制のシステム等についても学習を深める必要性を感じた１日でした。


